
 

 
 

 

大津赤十字病院を受診された患者さんへ 
 

本研究は、当院の倫理委員会で承認され、大津赤十字病院の施設長の許可を得て、下記の臨床研究

を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

研究課題名 
（研究番号） 

滋賀県内の前立腺がん診断契機に関する多施設共同調査（2022 年診断例） 

（№795） 

当院の研究責任者 
（所属） 

泌尿器科第二部長 石戸谷哲 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
滋賀医科大学 泌尿器科学講座 影山 進 

本研究の目的 

本院を含む滋賀県内の18 病院において前立腺がんと診断された症例を対

象とし、診断の契機となった PSA 測定がどのような経緯で行われたかを

調査し、さらに病理学的因子、臨床病期および転帰を取得して、PSA 測定

が行われた経緯に 層別化した臨床データの比較を行うことを計画しまし 

た。また、全国データや他県の検診実施自治体データと比較して、滋賀県

における前立腺がん患者群の特異性の有無を検討することも行います。 

これにより、当該データが滋賀県における自治体PSA 検診の要否の根拠と

なることを目的とします。 

調査データ 

該当期間 
2022年1月より2022年12月 

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる患者さん 

大津赤十字病院泌尿器科において前立腺がんと新たに診断された方 

 

●利用する情報 

診断時の年齢・居住自治体・前立腺生検標本の病理診断・診断時血中PSA 

値(ng/ml) ・診断に至る過程でPSA 検査を受けた契機・ 自覚症状の有

無・臨床病期・ 転移臓器（転移がある場合）・治療の内容・最終確認日

および転帰 ・最終確認日までの直近のPSA 値 ・治療期間内のPSA 最低

値・最終期間日までの一次治療後の再発の有無・新たに転移が出現した際

の転移部位・再発時の二次治療の内容 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

診療録から得る情報はすべて匿名化した上で取り扱いますので、個人を特

定されないようにして、情報提供します。 

個人情報の取り扱い 
診療録から得る情報はすべて匿名化した上で取り扱いますので、個人を特

定されないようにして、情報提供します。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
なし 



 

 
 

お問い合わせ先 
電話：077-522-4131 

担当者：石戸谷哲 

備考  

 


